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帝
釈
峡
記
念
事
業

　

帝
釈
峡
は
、
大
正
12
年
３
月
７
日
に
国
の

名
勝
に
指
定
、
昭
和
38
年
７
月
27
日
に
国
定

公
園
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
は
、
国
の

名
勝
指
定
１
０
０
年
、
国
定
公
園
指
定
60
年

を
迎
え
ま
す
。

　

こ
れ
に
合
わ
せ
、
庄
原
市
、
神
石
高
原
町
、

観
光
事
業
者
、
住
民
自
治
組
織
な
ど
が
集
ま

り
「
名
勝
・
国
定
公
園
帝
釈
峡
記
念
事
業
実

行
委
員
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
美
し
い
景

観
と
自
然
環
境
を
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

帝
釈
峡
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
の
幕
開
け
と
な

る
「
帝
釈
峡
湖
水
開
き
祭
り
」
が
、
４
月

29
・
30
日
、
ト
レ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
し
ん
り
ゅ

う
湖
（
神
石
高
原
町
永
野
）
周
辺
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
29
日
に
は
、
帝
釈
峡
の
安
全
を

願
う
安
全
祈
願
祭
や
、
名
勝
指
定
１
０
０
年

の
記
念
切
手
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
翌

30
日
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と

し
て
遊
覧
船
に
よ
る
龍
船
パ
レ
ー
ド
の
ほ

か
、
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
帝
釈
峡
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
の
お
披
露
目
式
、
踊
り
や
歌
な
ど
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
遊
歩
道
で
ア
ウ
ト
ド
ア

体
験
な
ど
が
行
わ
れ
、
新
緑
の
帝
釈
峡
を
楽

し
む
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
皮
切
り
に
、
帝
釈
峡
記

念
事
業
が
続
々
と
開
催
・
実
施
さ
れ
ま
す
。

記
念
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
決
定
！

　

帝
釈
峡
名
勝
指
定
１
０
０
年
、
国
定
公
園

指
定
60
年
を
記
念
し
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を

募
集
し
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
１
５
０
点
の
応
募
を
い
た
だ

き
、
そ
の
中
か
ら
最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞

２
点
を
決
定
し
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
に
選
ば

れ
た
の
は
、
吉き

っ
か
わ川
良り

ょ
う
た太
さ
ん
（
福
山
市
）
の

作
品
で
、
帝
釈
峡
の
自
然
の
雄
大
さ
や
深
遠

さ
を
シ
ン
プ
ル
に
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
ポ
ス

タ
ー
や
グ
ッ
ズ
な
ど
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

マ
ラ
ニ
ッ
ク
大
会
開
催

　

帝
釈
峡
名
勝
指
定
１
０
０
年
、
国
定
公
園

指
定
60
年
を
記
念
し
、
11
月
26
日
㈰
に
マ
ラ

ニ
ッ
ク
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

マ
ラ
ニ
ッ
ク
と
は
、
マ
ラ
ソ
ン
と
ピ
ク
ニ

ッ
ク
を
掛
け
合
わ
せ
た
、
地
域
を
走
り
な
が

ら
、
地
域
な
ら
で
は
の
食
や
景
色
を
楽
し
む

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

コ
ー
ス
や
申
し
込
み
方
法
な
ど
の
詳
細

は
、
決
定
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

帝
釈
峡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賑
わ
い
創
出
１
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

昨
今
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム
や
マ
イ
ク
ロ

ツ
ー
リ
ズ
ム
（
近
場
旅
行
）
な
ど
と
い
っ
た

追
い
風
に
乗
り
、
帝
釈
峡
の
魅
力
を
生
か
し

た
活
性
化
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

①
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

　

▪
帝
釈
峡
マ
ラ
ニ
ッ
ク

　

▪
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト

②
周
遊
観
光
促
進

　

▪
ツ
ア
ー
造
成

③
食
の
魅
力
開
発

　

▪
ブ
ラ
ン
ド
牛
の
食
べ
比
べ

　

▪
帝
釈
グ
ル
メ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

▪
帝
釈
峡
手
焼
煎
餅
の
復
活

④
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
造
成

　

▪
神
龍
湖
や
帝
釈
峡
遺
跡
群
を
フ
ィ
ー
ル

　
　

ド
と
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア
イ
ベ
ン
ト

　

▪
帝
釈
峡
ウ
ォ
ー
ク

　

▪
遺
跡
巡
り

帝
釈
峡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
年
先
を
創
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

国
定
公
園
帝
釈
峡
の
美
し
い
景
観
と
自
然

環
境
を
未
来
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
、
帝
釈
峡

の
こ
れ
か
ら
の
１
０
０
年
を
創
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

帝釈峡が国の名勝に指定①
紅葉橋架橋②
帝釈川堰

えんてい

堤工事完了③
紅葉橋架け替え④
国鉄三

さんしん

神線（現ＪＲ芸備線）が
東城まで開通し観光客が増加
帝釈峡鳥

ちょうかんず

瞰図豪華版発行
櫻橋架橋⑤

馬
まわたり

渡遺跡発見
帝釈峡が国定公園に指定

三代目紅葉橋架け替え
雄
おんばし

橋が国天然記念物に指定
紅葉橋移設・神龍橋に改名⑥

帝釈トンネル・来
こ が ね

鐘大橋開通⑦

神龍湖がダム湖百選に認定
神龍橋が国登録有形文化財に登録
櫻橋が国登録有形文化財に登録

帝釈峡遺跡群発掘 60年
国の名勝指定 100年
国定公園指定 60年

大正12年
（1923年）

大正13年
昭和５年

昭和11年
昭和12年

昭和36年
昭和38年

昭和60年
昭和62年

平成11年

平成17年
平成21年
平成23年

令和４年
令和５年
（2023年）

帝釈峡100年の歩み

②

③

④①

⑤

⑦

⑥

最優秀賞に選ばれた
吉川良太さんの作品

令
和
５
年
度
事
業
テ
ー
マ

Ｓ
Ｊ
Ｇ
ｓ

帝
釈
峡
１
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

～
ま
ず
は
た
く
さ
ん
の
人
に

　

帝
釈
峡
を
知
っ
て
も
ら
お
う
～

　

記
念
事
業
実
行
委
員
会
で
は
、
国
の
名
勝

指
定
１
０
０
年
と
国
定
公
園
指
定
60
年
を
契

機
に
、
帝
釈
峡
の
美
し
い
自
然
環
境
を
未
来

に
引
き
継
ぐ
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
、庄
原
市
（
Ｓ
）
と
神
石
高
原
町
（
Ｊ
）

が
連
携
し
て
取
り
組
む
目
標
と
し
て
、「
Ｓ

Ｊ
Ｇ
ｓ
」
と
い
う
造
語
で
表
現
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
令
和
５
年
度
は
、「
新
た
な
ス
タ

ー
ト
の
年
」
と
位
置
づ
け
、
次
の
３
つ
を
中

心
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
効
果
的
に
情

報
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
観
光
地「
帝
釈
峡
」

の
認
知
度
向
上
を
図
り
ま
す
。

帝
釈
峡
国
名
勝
指
定
１
０
０
年　
　

記
念
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
「
帝
釈
峡
」
の
知
名
度
ア
ッ
プ
を
図
る
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
に
よ
る
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

①
情
報
発
信
の
充
実

　

▪
ポ
ス
タ
ー
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ

　
　

の
活
用

②
ご
当
地
タ
レ
ン
ト
な
ど
へ
の
参
加
協
力

	

１

２３記
念
事
業
の
詳
細
は
、

「
帝
釈
峡
観
光
協
会
」の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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